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■
地
域
の
原
点
 

 　「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」と
い
う
言

葉
を
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
?
 

　
辞
書
に
は
、
「
自
分
の
家
の

向
か
い
側
の
三
軒
と
、
左
右
二

軒
の
隣
家
」
、
「
親
し
く
交
際
す

る
近
く
の
家
」
と
あ
り
ま
す
。 

　
昔
は
、
便
利
な
物
や
技
術
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
今
ほ
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。つ
ま
り
、
日
常
生

活
の
多
く
は
今
よ
り
人
の
手
が

か
か
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
田
植
え
を
例
に
と
る
と
、
昔

は
今
の
よ
う
に
田
植
機
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
も
に
人
の

手
で
行
う
の
で
、
自
分
や
家
族

だ
け
で
行
え
る
範
囲
は
限
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
作
業

中
、
子
守
の
必
要
が
あ
る
場
合
、

保
育
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
な

か
っ
た
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
自
分
や
家
族
だ
け

で
で
き
な
い
こ
と
を
「
向
こ
う

三
軒
両
隣
」
の
人
の
手
を
借
り

て
い
ま
し
た
。
田
植
え
を
手
伝

う
人
、
子
守
を
手
伝
う
人
。
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
、
分

担
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。 

　
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
、
近

所
同
士
が
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
助
け
合
う
形
が
地
域
の

原
点
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

■
地
域
の
取
り
組
み
 

 
 

　
現
在
、
町
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
は
、
住
民
相
互
の
連
携

や
交
流
を
図
り
、
環
境
、
防
犯
、

防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
解
決
を
目
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

　
当
時
は
、
防
犯
灯
や
下
水
道

な
ど
の
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
で

は
、
そ
れ
ら
の
改
善
を
行
政
に

対
し
て
要
望
す
る
な
ど
、
組
織

力
を
活
か
し
な
が
ら
、
お
も
に

地
域
住
民
の
生
活
に
関
す
る
課

題
の
解
決
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
、
生
活
環
境
は
向
上
し

ま
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
変

化
す
る
地
域
課
題
に
対
す
る
取

り
組
み
は
、
今
も
昔
と
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

○×地区掲示板 

【問い合わせ先】 

役場総務企画課 

TEL 53-2511 

（内線212） 
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■
地
域
と
の
つ
な
が
り
 

 
 

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、
そ

の
地
域
で
生
活
し
て
い
る
以
上
、

何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
毎
日
の
よ
う
に
家
の
前
の
道

は
通
り
ま
す
し
、
定
期
的
に
ご

み
を
出
す
で
し
ょ
う
。
ま
た
最

近
、
身
近
な
犯
罪
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
町
内
の
見
回
り
や
子

ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
身
近
な

安
心
は
地
域
の
人
が
支
え
て
い

ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
や
近
所
の
道
路
の
清
掃
な

ど
、
き
れ
い
な
環
境
も
地
域
の

人
が
支
え
て
い
る
の
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
多
く
は
、
地
域
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

 
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る

　
地
域
の
役
割
 

 
 

　
現
在
、
長
期
の
景
気
低
迷
に

よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
か
ら
、

町
は
深
刻
な
財
政
危
機
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
町

に
対
す
る
要
望
は
多
様
化
・
高

度
化
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
要

望
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
大
変

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
現
在
、
皆
さ
ん
と
町

が
協
力
し
合
う
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
を
簡
単
に
言
う
と
、

み
ん
な
で
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
分

担
し
て
作
業
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
原
点

と
同
じ
で
す
。
防
犯
灯
を
例
に

と
れ
ば
、
地
域
で
新
た
に
必
要

な
箇
所
の
設
置
や
古
く
な
っ
た

箇
所
の
交
換
な
ど
を
計
画
的
に

町
に
求
め
て
い
ま
す
。
町
は
そ

の
要
望
に
予
算
内
で
応
え
、
そ

の
代
わ
り
、
防
犯
灯
の
電
球
切

れ
な
ど
、
日
々
の
管
理
を
地
域

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

お
い
て
、
地
域
と
い
う
一
つ
の

単
位
で
自
ら
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。 

　
も
し
、
こ
う
い
っ
た
地
域
の

力
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
周
辺
に

お
い
て
の
ま
ち
づ
く
り
は
進
ま

ず
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら

れ
な
い
魅
力
を
欠
い
た
地
域
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
意
味
か
ら
も
地
域
に
求
め

ら
れ
る
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

            
 

■
地
域
活
動
へ
の
参
加
 

 
 

　
地
域
で
は
快
適
な
環
境
を
つ

く
り
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
自
主
防
犯
組
織
の
設

置
、
道
路
や
公
園
の
清
掃
作
業

な
ど
、
生
活
に
身
近
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
に
よ
り
、
地
域
の
安
全
や
美

化
が
守
ら
れ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
、
ご
み
の
な
い
清
潔

な
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
活
動
は
、
地
域
に
よ

っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
原
点
に
あ
る
考
え
方
は
ど

の
地
域
も
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
は
地
域

に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
皆

さ
ん
が
積
極
的
に
そ
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
活
性
化
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。 

 
 

 
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

　
て
み
ま
せ
ん
か
 

 
 

　
豊
か
な
暮
ら
し
と
は
、
自
分

の
家
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
家
か
ら
一
歩
出
た
生

活
環
境
や
地
域
社
会
に
魅
力
が

あ
っ
て
こ
そ
豊
か
さ
は
増
す
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
本
当

の
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
に
、
自
分
は
何
が
で
き
る

か
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。 

　
ま
ず
は
、
地
域
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。 

地域の身近な活動 

　地域では身近な活動を行っています。それ

ぞれの地域で独自の取り組みなどもたくさん

ありますが、おもにこんな活動をしています。 

●身近な安心を支えています 

　・自主防犯組織の設置 

　・防犯灯の設置要望と管理 

  

●きれいな環境を支えています 

　・ごみステーションの清掃 

　・道路などの草刈り、清掃 

  

●身近な助け合い 

　・独り暮らしの高齢者への声かけ 

　・共同募金活動への協力 

  

●地域の諸団体の活動 

　・子ども会の活動 

　・福寿会の活動 

  

●地域の連携を支えています 

　・広報紙などの配布、回覧 

　・夏祭り、盆踊り大会などの実施 

　・スポーツ大会などの実施 

������ ���	
�
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●
有
権
者
 

　
昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
18
年

12
月
29
日
以
前
か
ら
川
辺
町

に
住
民
登
録
の
あ
る
人
 

　
平
成
18
年
12
月
８
日
以
降

に
岐
阜
県
内
の
他
市
町
村
へ
転

出
さ
れ
た
人
も
川
辺
町
で
投
票

で
き
ま
す
が
、
岐
阜
県
内
に
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
が
必
要
で
す
。 

 
 

●
投
票
 

　
投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。
入
場
券
に

記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
町
内
で
住
所
移
転
（
転
居
）

さ
れ
た
人
で
、
３
月
29
日
以
降

に
役
場
へ
届
出
を
さ
れ
た
人
は
、

前
に
住
ん
で
い
た
所
の
投
票
所

で
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
入
場
券
 

　
選
挙
の
棄
権
防
止
や
投
票
所

で
の
整
理
の
た
め
に
発
行
し
て

い
る
入
場
券
は
、
郵
送
で
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
へ
お
届
け
し
ま
す

が
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

・
は
が
き
１
枚
に
４
人
ま
で
記

入
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
氏
名

な
ど
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。 

・
投
票
に
お
出
か
け
の
際
は
、

１
人
ず
つ
切
り
離
し
て
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。 

・
万
一
、
紛
失
さ
れ
て
も
投
票

は
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
代
理
投
票
・
点
字
投
票
 

　
目
や
手
が
不
自
由
な
た
め
、

字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
投
票
用
紙
の
記
入
を
代
理

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
で
、

点
字
の
で
き
る
人
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
期
日
前
投
票
（
不
在
者
投
票
） 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
都
合
で
投
票
所
に
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
よ
う

に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。（
不

在
者
投
票
は
、
滞
在
先
で
の
投

票
や
郵
便
に
よ
る
投
票
、
投
票

日
ま
で
に
20
歳
に
な
ら
れ
る
方

で
投
票
日
に
投
票
所
へ
来
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
な
ど
が
投
票

で
き
ま
す
。） 

◇
期
　
間
 

告
示
日
の
翌
日
（
３
月
31
日
）
〜

投
票
日
の
前
日
（
４
月
７
日
） 

◇
時
　
間
 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で
 

◇
場
　
所
 

川
辺
町
役
場
３
階
　
第
３
会
議
室
 

 
 

●
開
票
 

　
投
票
日
の
午
後
８
時
45
分
か

ら
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行

い
ま
す
。 

岐阜県 
議会議員選挙 

執行予定 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
川
辺
町
選
挙
管
理
委
員
会 

 

（
役
場
総
務
企
画
課
内
） 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３-

２
５
１
１ 

 

　
　
　
　（
内
線
２
１
２
） 

　
4
月
8
日
は
岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ

の
選
挙
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密
接
に
つ
な
が
る
県
政
を
、

向
こ
う
4
年
間
任
せ
ら
れ
る
代
表
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。

あ
な
た
の
一
票
が
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
生
か
さ

れ
る
よ
う
、
投
票
日
に
は
必
ず
投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
期
日
前
・
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
 

みんなの一票大切に！ 
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■
川
辺
町
で
は
 

 
 

①
川
辺
町
教
育
相
談
電
話
 

（
月
〜
金
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
 

《
相
談
内
容
》 

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
教
育
相

談
、
子
育
て
相
談
な
ど
に
応
じ

ま
す
。 

《
相
談
方
法
》 

　
ま
ず
電
話
で
相
談
し
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
面
接
に
よ

る
相
談
を
し
ま
す
。 

※
川
辺
町
教
育
委
員
会
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
‐
４
６
４
９
（
直
通
） 

 
 

②
加
茂
教
育
研
究
所
相
談
室
 

（
月
〜
金
）
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
 

《
相
談
内
容
》 

　
不
登
校
、
学
校
生
活
や
学
習
、

い
じ
め
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。 

《
相
談
方
法
》 

　
ま
ず
電
話
で
相
談
し
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
面
接
に
よ

る
相
談
を
し
ま
す
。 

※
加
茂
教
育
研
究
所
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
‐
６
７
８
３
（
直
通
） 

 
 

■
岐
阜
県
で
は
 

 
 

①
い
じ
め
相
談
24
 

（
24
時
間
対
応
） 

《
相
談
内
容
》 

　
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。 

※
岐
阜
県
教
育
委
員
会
教
育
相
談
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
７
４
‐
０
０
１
０

（
直
通
）　
　
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
‐
７
４
０
０
７
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

           
 

②
か
が
や
き﹇
発
達
相
談
﹈ダ
イ
ヤ
ル
 

（
月
〜
金
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
6
時
15
分
　
　
　
　
 

《
相
談
内
容
》 

　
お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※
岐
阜
県
教
育
委
員
会
教
育
相
談
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
‐
７
４
３
０
７
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

 
 

③
子
育
て
相
談
電
話
 

（
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
） 

午
前
9
時
〜
正
午
　
 

午
後
1
時
〜
午
後
6
時
 

《
相
談
内
容
》 

　
専
門
の
相
談
員
が
子
育
て
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※
岐
阜
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
７
２
‐
８
９
９
６

（
直
通
） 

 
 

④
教
育
相
談
 

（
月
〜
金
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
 

《
相
談
内
容
》 

　
学
校
教
育
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。 

※
岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
７
６
‐
７
８
３
１

（
直
通
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
‐
７
４
３
０
７
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

 
 

⑤
い
じ
め
な
ん
で
も
相
談
 

（
月
〜
金
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
9
時
　
 

（
土
）
午
前
8
時
30
分
〜
正
午
 

《
相
談
内
容
》 

　
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
、
子

ど
も
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。 

※
岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
７
４
‐
０
０
１
０

（
直
通
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
‐
７
４
０
０
７
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

 
 

⑥
ほ
ほ
え
み
ダ
イ
ヤ
ル
 

（
月
〜
金
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
 

《
相
談
内
容
》 

　
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
、
子

ど
も
や
保
護
者
か
ら
相
談
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。 

※
可
茂
教
育
事
務
所
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
‐
７
４
５
０
７
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い 

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い 

教

育

相

談 
子
育
て
相
談 
教

育

相

談 
子
育
て
相
談 

　川辺町では、いじめ、不登校、教育などの悩みに対して

専門の相談員により対応し、早期発見・早期対応に向けて

取り組んでいるところです。特にいじめは、「絶対に許さ

れない」との強い姿勢で、学校とともに指導を行っています。 

　家庭におかれましても、お子さまの様子で心配なことが

ありましたら、各相談機関や学校へ気軽にご相談ください。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
川
辺
町
教
育
委
員
会 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３-

２
６
５
０ 

 

　
　
　
　（
内
線
５
１
５
） 
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寄付・寄贈  

6

言葉を添えてお弁当を届けます！ 

◎
寄
付
・
寄
贈 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

平
岡
紀
雄
　
様
 

　
　
　
　
　
￥
１
０
０
，０
０
０
 
 

 
 

野
尻
ヨ
シ
子
　
様
 

　
　
　
　
　
　
￥
２
０
，０
０
０
 
 

 
 

匿
名
　
様
 

　
　
　
　
紙
お
む
つ
た
く
さ
ん
 
 

 
 

（
株
）大
垣
共
立
銀
行
 

　
社
会
貢
献
推
進
委
員
会
 

　
　
委
員
長
　
竹
中
哲
夫
　
様
 
 

 
　
　
　
 
 

　
　
使
用
済
み
 

　
　
　
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
 
 

　
　
使
用
済
み
 

　
　
　
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
 
 

　
　
使
用
済
み
 

　
　
　
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
 
 

　
　
使
用
済
み
 

　
　
　
図
書
カ
ー
ド
 
 

　
　
使
用
済
み
切
手
 
 

　
　
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
 
 

 
　
　
　
　
￥
１
０
０
，０
０
０
　
 

　
社
会
福
祉
な
ど
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
寄
付
・
寄
贈

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

かるた大会 

　西小学校の児童 5

人が「一日民生児童

員」として、配食ボ

ランティアの皆さん

が作った手作り弁当

を届けるため、町内

の独り暮らしのお年

寄り宅を訪問しまし

た。これは、子ども

たちに福祉への理解

を深めてもらおうと

民生児童委員協議会

が主催している恒例

行事です。今回は中川辺地区のお年寄りを訪問し、「これからも元気

で暮らしてください。」と温かい言葉とともに、お弁当を届けました。 

　川辺第二保育所でかるた大会が行

われ、園児62人が参加しました。 

　1枚1枚が読まれるたびに、「ハイ」

という大きな声とともに、すばやく

札を取りあっていました。なかには、

狙っていた札が取れなくて悔しがる

光景がみられるなど大いに盛り上が

っていました。 

　最後には全員に、取った枚数の書

かれた賞状が手渡され、園児たちは

大変満足そうでした。 

������ ���	
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川辺カップ開催　～少年サッカー大会～ 
　第3回川辺カップが町内小中学校など4会場

で行われました。 

　中濃地域を中心に40チーム、約600人が参

加し、学年ごとに5クラスに分かれて熱戦を展

開しました。選手たちは父母らの声援を受け、

ボールを奪い合いゴールを決めていました。 

　川辺少年サッカークラブの成績は次のとおり

でした。 

 　Ａクラス　5位　　Ｂクラス　6位 

 　Ｃクラス　7位　　Ｄクラス　準優勝 

 　Ｅクラス　3位・4位 

町内の文化財を火災から守ろう 
　昭和26年1月26日、この日は法隆寺金堂の壁

画が焼失した日です。文化庁と消防庁では、この

日を「文化財防火デー」と定め、全国的に文化財

防火運動を呼びかけています。川辺町でも、1月

24日に可茂消防署の査察者を迎え、妙雲寺、阿

夫志奈神社、泉薬師堂、灰原観音堂に所蔵してあ

る文化財などについて、その周辺環境や消火設備

の点検を行いました。 

平成18年度電源立地地域対策交付金 
　町では、平成18年度に「電源立地地域対策交

付金」の交付を受け、比久見地内の町道6072号

線（善教寺線）の道路改修工事を行いました。 

 この工事では、車輌のすれ違い、歩行者の安全

確保および雨水の適正な排水を確保する目的で道

路幅員の拡幅および両側側溝（排水路）を整備し

ました。 

 本年度は、836万円の交付を受けました。 

統計功績者表彰 
　このほど、山田正子さん（中川辺）が国勢調査の調査員とし

て6回の調査に協力した功績が認められ、総務大臣より統計功

績者表彰が授与されました。 
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花
咲
か
せ
実
を
育
て
た
る
柿
落
葉
集
め
て
 

　
土
に
還
さ
む
夕
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
坂
富
美
子
 

猛
暑
に
枯
れ
わ
ず
か
残
り
し
太
葱
の
 

　
緑
ゆ
た
か
な
新
春
の
畑
　
　
　
　
　
　
　
肥
田
　
節
子
 

年
賀
状
に
平
和
の
文
字
の
幾
枚
か
 

　
大
き
な
平
和
小
さ
な
平
和
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
美
 

さ
き
干
し
の
暖
簾
の
彼
方
ゆ
っ
た
り
と
 

　
時
止
ま
る
か
に
雲
は
動
か
ず
　
　
　
　
　
遠
藤
　
正
枝
 

茹
で
卵
つ
る
り
と
む
け
て
小
気
味
よ
し
 

　
青
磁
の
皿
に
光
る
白
さ
よ
　
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

病
害
に
望
み
薄
れ
し
苺
な
れ
ど
 

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
雪
掻
き
下
ろ
す
　
　
岩
井
三
千
代
 

補
聴
器
を
外
し
て
独
り
の
時
と
な
り
 

　
読
み
さ
し
の
本
音
な
く
開
く
　
　
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

索
漠
と
し
た
る
夜
明
け
の
二
〇
〇
七
年
 

 
わ
た
し
七
十
路
潤
い
も
た
ん
　
　
　
　
　
山
田
　
君
子
 

入
園
で
「
行
っ
て
来
ま
す
」
と
云
う
曽
孫
の
 

　
息
白
く
見
ゆ
雪
の
舞
う
朝
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

千
両
の
実
を
ひ
と
朝
に
食
み
つ
く
し
 

　
赤
く
染
ま
り
し
羽
で
飛
び
し
か
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

五
千
円
札
取
り
出
し
財
布
に
ま
た
支
舞
ふ
 

　
哀
切
ひ
と
し
ほ
今
日
一
葉
忌
　
　
　
　
　
垣
下
　
博
子
 

 谷
川
の
細
き
流
れ
や
春
の
音
　
　
　
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

水
仙
の
香
の
移
り
け
り
花
鋏
　
　
　
　
　
　
青
山
　
初
代 

声
落
と
し
夫
ど
の
部
屋
も
豆
を
ま
く
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

百
本
の
大
根
吊
し
塩
買
い
に
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
紀
子 

生
ま
れ
く
る
子
の
名
あ
れ
こ
れ
春
隣
　
　
　
佐
伯
美
千
代 

春
立
つ
や
い
つ
見
て
も
猫
眠
り
ゐ
る
　
　
　
名
倉
　
晃
子 

年を重ねても、自分らしくいきいきと暮らしていくために、 
介護予防に取り組みましょう 

　「年をとって心身の機能が低下するのは仕方ないこと」と考えていませんか。実は最近の研究から、
そうではないことが明らかになってきました。  
　高齢者が心身の機能を低下させてしまう最大の原因は、「もう年だから」「おっくうだから」と身の
回りのことや外出をしなくなることにあります。  
　日常生活のちょっとした工夫で、心身の過度の老化を防ぎ、自分でできることの範囲を広げていく
ことができます。 

　年を重ねても誰かの世話になりたくないという思いは、皆さん共通の願いだと思います。この機会

に介護予防に取り組んでみましょう。 

　川辺町地域包括支援センターでは、研究結果で効果のあると言われている予防
法を皆さんに気軽に、楽しく、体験してもらいたいと考えています。ご希望の方は、
地域包括支援センターまでご相談ください。 

１．心身の老化は防ぐことできないと思っていませんか？ 

２．このような介護予防法が研究結果で効果があると言われています 
◎運動機能の向上 
◎栄養改善で低栄養の予防 
◎口腔機能の向上 
◎閉じこもり予防 
◎認知症予防 
◎うつ予防（心の健康） 

【問い合わせ先】　地域包括支援センター　TEL５３－２５１５（内線152） 
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石　神　　堀　部　泰　生　　昌　幸　男 

下川辺　　鈴　木　瑚　栞　　浩　二　女 

鹿　塩　　横　田　湧　哉　　友　明　男 

比久見　　牧　田　彩　那　　浩　孝　女 

下吉田　　佐　合　由　菜　　邦　尚　女 

下吉田　　木　下　蒼　大　　   誠　　男 

下麻生　　佐　伯　   華   　　和　行　女 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

1月中の届け出 

＊本人および届け出を出された方の希望
により掲載しています。〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書請
求など）の際に住民課窓口に申し出てく
ださい〕 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 死　 

出　生 

上川辺　　則　武　美和子 

　　＝岐阜市　　　白　木　祐　介 

中川辺　　西　村　博　之 

　　＝飛　市　　　富　岡　光　世 

下麻生　　井　戸　友貴奈 

　　＝八百津町　　志　田　和　城 

結　婚 

人　口………… 11，121人    （35減）  

男…………………5，461人    （11減） 

女…………………5，660人    （24減） 

世帯数…………3，601世帯  （42増） 

平成19年2月１日現在の人口・世帯数 

　　　（カッコ内は前年同月比） 

名
取
り
　
　
　
芸
一
す
じ
に
師
を
越
え
る
　
　
古
川
　
実
生
 

ひ
き
ず
り
　
　
家
族
で
囲
む
鍋
う
ま
い
　
　
　
江
口
　
豊
翠
 

風
の
盆
　
　
　
進
路
が
向
変
え
空
晴
れ
る
　
　
佐
伯
　
京
翠
 

歳
旦
　
　
　
　
家
族
揃
っ
て
屠
蘇
祝
う
　
　
　
平
岡
　
景
芳
 

初
ぶ
な
娘
　
　
人
生
の
春
匂
わ
せ
る
　
　
　
　
平
岡
　
南
芳
 

ひ
き
ず
り
　
　
冬
の
馳
走
に
家
族
笑
む
　
　
　
白
村
　
紀
泉
 

風
の
盆
　
　
　
七
尾
の
胡
弓
夜
を
更
か
す
　
　
村
瀬
　
緑
風
 

初
ぶ
な
娘
　
　
素
朴
な
心
の
花
白
い
　
　
　
　
野
中
鈴
の
音
 

初
明
か
り
　
　
新
春
の
空
晴
れ
渡
る
　
　
　
　
大
脇
　
彩
花
 

真
面
目
　
　
　
四
画
四
面
で
幅
見
せ
ぬ
　
　
　
加
藤
　
瓢
岳
 

除
夜
の
鐘
　
　
帳
尾
黒
で
ソ
バ
す
す
る
　
　
　
桜
井
　
稲
垂
 

名
取
り
　
　
　
磨
き
抜
か
れ
た
芸
冴
え
る
　
　
平
野
　
素
浪
 

歳
旦
　
　
　
　
踏
む
玉
砂
利
の
音
清
い
　
　
　
水
野
　
智
促
 

初
ぶ
な
娘
　
　
何
時
の
笑
顔
が
美
し
い
　
　
　
井
戸
　
徴
水
 

風
の
盆
　
　
　
小
原
の
節
が
厄
払
う
　
　
　
　
紅
谷
　
光
彩
 

絵
手
紙
の
う
す
紅
に
じ
み
寒
明
け
る
　
　
　
寺
田
　
島
子 

鉛
色
の
稜
線
幾
重
雪
の
木
曽
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
正
子 

梅
の
花
し
ば
し
眺
め
つ
句
に
し
お
る
　
　
　
馬
場
　
清
一 

指
伸
ば
し
母
の
爪
切
る
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

海
鳴
の
潮
風
育
む
野
水
仙
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
智
一

書
き
出
し
は
時
候
一
行
冬
ぬ
く
し
　
　
　
　
若
井
　
国
光 

黙
契
の
ご
と
く
出
逢
え
り
花
菜
径
　
　
　
　
馬
場
　
周
一 

たいき 

ゆうや 

あやな 

ゆな 

はな 

このか 

そうた 

石　神　平　岡　秀　市　94歳　男　本人 

中川辺　紅　谷　義　男　89歳　男　本人 

西栃井　川　合　　　惠　85歳　女　本人 

西栃井　天　池　　　亨　89歳　男　三郎 

下飯田　村　上　　ね子　86歳　女　  正 

比久見　所　　　八重子　77歳　女　光男 

比久見　横　山　久　男　65歳　男　本人 

比久見　池井戸　み　ね　90歳　女　  勝 

下麻生　金　森　ふじゑ　96歳　女　利 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL.53-2515（内線152） 

新生児聴覚検査をご存じですか。 新生児聴覚検査をご存じですか。 

（12月中の届出） 

　先天性聴覚障害は、毎年1，000人に1人～2人の割合で生ま

れてくるといわれており、他の先天性疾患（生まれつき何らか

の疾患があること）に比べると高い発生頻度となっています。 

　川辺町では、乳幼児健康診査や育児相談、家庭訪問等で耳の

聞こえの確認を行っています。また、岐阜県では、「岐阜県新生

児聴覚検査事業」を実施し、県内38医療機関で「新生児聴覚ス

クリーニング検査」が可能となりました。これにより子どもの

耳の聞こえの状態を確認し、適切な療育機関を紹介することで、

子どものコミュニケーションの発達を促進し、社会参加を容易

にすることができるようになり、早期の療育のための支援体制

が整備されました。 

　しかし、耳の聞こえについては、「子どもの話す言葉の数が少

ない」「呼んでも振り向かない」「テレビの音を大きくする」な

どから周囲の大人が子どもの聞こえの悪さを感じることもあり

ますので、母子健康手帳交付時にお渡ししている「乳児の聴覚

言語発達チェックリスト」で各月齢、年齢にあわせて確認して

いきましょう。耳の聞こえでご心配なことがありましたら保健

センターまでおたずねください。 

新生児聴覚検査事業のホームページが開設されています。 
　アクセス方法「岐阜県保健医療課」→「新生児聴覚検査事業」 
　ＵＲＬ：http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11223/tyoukaku/index.html
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納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て

　
い
る
方
の
場
合
 

　
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て

い
る
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

４
月
上
旬
に
平
成
19
年
度
（
１

年
分
）
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
金
融
機

関
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
こ
の
納
付
書
に
は
、
納
付
案

内
書
、
口
座
振
替
申
出
書
、
前

納
納
付
書
（
１
年
分
用
／
６
か

月
上
期
分
用
・
下
期
分
用
）
、

各
月
分
納
付
書
（
平
成
19
年
４

月
分
〜
平
成
20
年
３
月
分
）
が

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
納
め

　
て
い
る
方
の
場
合
 

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
納
め

て
い
る
方
は
、
現
在
「
毎
月
納

付
（
翌
月
振
替
）
」
、
「
毎
月
納

付
（
当
月
振
替
）」「
６
か
月
前
納
」、

「
１
年
前
納
」
の
い
ず
れ
か
の

振
替
方
法
で
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

　
平
成
19
年
度
分
（
平
成
19

年
４
月
分
〜
平
成
20
年
３
月
分
）

以
降
に
つ
い
て
も
、
申
し
出
さ

れ
て
い
る
振
替
方
法
で
継
続
し

て
振
替
が
さ
れ
ま
す
。
（
納
付

書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
） 

　
な
お
、
振
替
方
法
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
「
毎
月
納
付
（
当
月
振
替
）
」、

「
６
か
月
前
納
」
、
「
１
年
前
納
」

を
さ
れ
る
方
に
は
、
保
険
料
の

割
引
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

（
割
引
額
に
つ
い
て
は
毎
年
見

直
し
を
行
い
定
め
ら
れ
ま
す
） 

●
振
替
不
能
と
な
っ
た
場
合
の

　
取
扱
い
 

　
振
替
日
に
残
高
不
足
な
ど
に

よ
り
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
翌
月
の
振
替
日
に
当
月

分
と
合
わ
せ
て
２
か
月
分
の
振

替
を
行
い
ま
す
。
再
振
替
に
よ

り
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
納
付
書
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
納
付
書
に
よ
り

現
金
で
お
近
く
の
金
融
機
関
な

ど
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
前
納
が
振
替
不
能
と

な
っ
た
場
合
は
、
前
納
と
し
て

の
取
扱
い
は
で
き
な
く
な
り
、

毎
月
納
付
の
口
座
振
替
者
と
し

て
、
当
月
分
を
翌
月
末
日
に
引

き
落
と
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

（
た
だ
し
、
申
し
出
に
よ
り
年

度
の
途
中
で
も
再
度
、
残
り
の

月
分
に
つ
い
て
納
付
書
に
て
前

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
） 

 

平成19年度の国民年金保険料は 

　　14，100円です。 
保険料は納付期限までに 
　　　　　　　　納めましょう。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
美
濃
加
茂
社
会
保
険
事
務
所

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
５-

８
１
８
１ 

　
役
場
住
民
課 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３-

２
５
１
３ 

　
　
　
　
　
　（
内
線
１
２
５
） 
●引き落とし日「毎月納付（翌月振替）」 
引き落とし日は、毎月の保険料の翌月末日となります。 
末日が土曜日、日曜日、祝祭日などで金融機関が休みの場 
合は、翌月の最初の金融機関営業日になります。 

納　付 
対象月 

引き落 
とし日 

4月分 

5/31

5月分 

7/2

6月分 

7/31

7月分 

8/31

8月分 

平成19年 平成20年 

平成19年 平成20年 

10/1

9月分 

10/31

10月分 

11/30

11月分 

1/4

12月分 

1/31

1月分 

2/29

2月分 

3/31

3月分 

4/30

������ ���	
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総
合
計
画
と
は
…
 

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
や
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
、

そ
の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め

の
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
計
画
で
、
体
系
的
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。
総
合
計

画
は
通
常
「
基
本
構
想
」
、
「
基

本
計
画
」
、
「
実
施
計
画
」
の
３

つ
の
要
素
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま

す
。 

　
ま
た
、
基
本
構
想
は
、
地
方

自
治
法
に
規
定
さ
れ
る
「
そ
の

地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
行
政
を
運
営
す
る
た
め

の
基
本
構
想
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。 

 
 

町
民
参
加
に
よ
る
 

　
　
総
合
計
画
づ
く
り
 

　
こ
の
第
４
次
総
合
計
画
は
下

の
表
の
よ
う
な
策
定
体
制
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
も
総

合
計
画
審
議
会
は
住
民
参
加
と

い
う
点
で
、
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
審
議
会
の
委
員
は
、
町

議
会
、
公
共
団
体
役
員
、
住
民

団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者

な
ど
15
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
毎
回
活
発
な
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
実
施
し
た
住
民

意
識
調
査
も
こ
の
住
民
参
加
の

一
つ
で
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
境

や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ

い
て
の
意
見
を
聴
き
、
総
合
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 
 

審
議
会
の
内
容
 

　
昨
年
６
月
29
日
、
会
長
に
社

会
福
祉
協
議
会
の
佐
伯
泉
委
員

が
、
副
会
長
に
区
長
会
の
羽
田

堅
治
委
員
を
選
出
し
、
第
１
回

審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
議
会
は
、
予
定
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。 

①
総
合
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

と
過
去
の
総
合
計
画
の
経
緯
に

つ
い
て
。 

②
第
３
次
総
合
計
画
の
ま
と
め

（
概
要
）
に
つ
い
て
。 

③
住
民
意
識
調
査
の
実
施
に
つ

い
て
。 

④
第
４
次
川
辺
町
総
合
計
画
の

策
定
方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

審
議
。 

 
 

　
第
２
回
審
議
会
は
昨
年
11
月

28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

①
住
民
意
識
調
査
、
中
学
生
意

識
調
査
の
結
果
報
告
 

②
第
４
次
総
合
計
画
項
目
案
に

つ
い
て
 

③
第
４
次
総
合
計
画
基
本
構
想

骨
子
に
つ
い
て
 

川
辺
町 

第
4
次
総
合
計
画
 

　
　
　
　
策
定
中
 

川
辺
町 

第
4
次
総
合
計
画
 

　
　
　
　
策
定
中
 

　川辺町では、現行の第 3次総合計画が平成 19年度に目

標年次を迎えることから、皆さんの描くさまざまな夢を集め、

それらを「かたち」にする未来のまちづくり計画「川辺町

第４次総合計画」の策定を進めています。 

　総合計画は、平成 20年度からの 5年間にわたるまちづ

くりの目標を明確にし、皆さんと行政が共通の理念のもと、

目標実現に向かって行動する基本的指針となるもので、川

辺町の各種施策の最上位に位置づけられる計画です。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
役
場
総
務
企
画
課 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３-

２
５
１
１ 

 

　
　
　
　（
内
線
２
１
５
） 

総
合
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

  

《
３
月
》 

 

　
第
３
回
審
議
会
（
3／1
） 

 

　
第
４
回
審
議
会
（
未
定
） 

 

《
４
月
》 

 

　
第
５
回
審
議
会
（
未
定
） 

 

《
６
月
》 

 

　
基
本
構
想
の
議
決 

 

　
基
本
計
画
の
決
定 

 

《
７
月
》 

 

　
実
施
計
画
策
定
開
始 

町議会 

住民参加 

町　長 総合計画審議会 

住民意識調査 

事
　
務
　
局 

策定委員会 
（助役・教育長・役場課長で構成） 

ワーキング・グループ 
（役場各課代表により構成） 

基本構想の提案・議決 

構想・計画の 
諮問・答申 

総合計画 
策定体制 

11 ������ ���	
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〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童とその保護者
〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388

〈開 館 時 間〉午前の部　  9:00～12:30 

　　　　　　     午後の部　13:30～17:00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

工作（毎月第3土曜日） 
　　　　　　　　　　　13：30～ 

読み聞かせ（毎月第4土曜日） 
　　　　　　　　　　　13：30～ 

　自分だけのオリジナル作品を作ろう！ 
指導員がゆっくりと丁寧に教えます。 
友達、兄弟を誘って遊びに来てください。 
（定員制です。詳しくは、たよりをご覧ください。） 

　毎回読み聞かせボランティアさんがみんなに楽
しい本を読んでくれます。参加は、無料です。親
子参加も大歓迎です。 

  7（土）　映写会 
14（土）　なかまあそび 
16（月）　乳幼児対象行事 
21（土）　工作 
28（土）　読み聞かせ 
（乳幼児対象行事は、４月からリニューアルします 
ので、  児童館たより4月号で確認していただくか 
児童館までお問い合わせください。） 

【4月の主な行事予定】 

☆子育て相談 

　土・日曜日、祝日を除く毎日　9:30～16:30 

　子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気    

　軽に、ご相談ください。 

　お電話も、お待ちしています。TEL 53－4388

☆保健師による発育測定・発育相談 

　毎月1回、町保健センターの保健師が測定します。

　お子さんの発育についての疑問・不安などについ

　て、お気軽にご相談ください。 

　《日　時》4月23日(月)　10:00～11:00 
　《持ち物》母子手帳、バスタオル 

☆『わくわくタイム』毎週金曜日　10：00～ 
親子で一緒に作ったり、体を動かして遊んだりす
るお楽しみの時間です。(自由参加です)

☆遊び場の開放　9:30～11:30/12:30～16:00 
　好きな時間に、親子で自由に遊びに来てください。 

☆『にこにこタイム』毎週火曜日　10：00～ 
　絵本の読み聞かせや、パネルシアターなど、楽

　しいお話の時間です。(自由参加です)

【4月の主な行事予定】 

●詳しくは「川辺町子育て支援センターだより」をご覧ください。 

「おにの帽子を作って、みんなで豆まき遊びをしたよ☆」 

　6日(金)　おかあさんと体操 1・2・3 
　13日(金)　こいのぼり作り 
　20日(金)　おかあさんとリズムで遊ぼう 
　27日(金)　5・6月カレンダー作り 
　　(予定は、変更をすることもあります) 
 

ワン　ツー　スリー 

������ ���	
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◆保育所・学校行事 

   5日（木）　各保育所入園式 

   6日（金）　各小学校・中学校入学式 

 21日（土）　資源回収（第二保育所） 

　　　　　　　 保育参観（第三保育所） 

 24日（火）　春の遠足（第一保育所） 

 25日（水）　春の遠足（第二保育所） 

  

◆心配事相談 

 18日（水）　9:00～12:00　（やすらぎの家） 

  

◆無料法律相談 

 11日（水） 13:00～16:00　（やすらぎの家）　 

  

◆消防団 

   1日（日）　入退団式（中学校） 

  

◆ごみ収集 

 10日（火）　　　　燃えないごみ（ガラス） 

 　　　　　　　　　資源ごみ（食用空きビン） 

 　　　　　　　　　粗大ごみ（燃えるもの） 

  

 11日・12日・25日・26日　ペットボトル 

  

 11日・12日　　　　蛍光管 

  

 13日・27日　　　　その他プラスチック 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 4

※お願い 
 

●水洗化人口、世帯 

　下水道利用者人口（世帯） 

●水洗化率 

　下水道整備区域内の下水道利用割合 

●区域内人口 

　下水道整備区域の人口 

 

下水道の接続状況（平成19年1月31日現在） 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

区 域 内 人 口  

5,680人 1,756世帯 69.2% 
 

＋0.1% 
 

+10人 +4世帯 

8,208人 
 

上下水道課からのご案内  上下水道課からのご案内  

☆下水道へ布類や油類を流さないでください。 

岐阜県後期高齢者医療広域連合設立についてお知らせ 岐阜県後期高齢者医療広域連合設立についてお知らせ 

　※最近、詰まりが原因で下水道ポンプの故障が多発しています。 

☆下水道区域の方は下水道への早期接続をお願いします。 

【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213（内線223） 

 

 

【問い合わせ先】岐阜県後期高齢者医療広域連合　TEL058-388-5978 
　　　　　　　　　　　　　　　　　役場住民課　TEL53-2513 (内線125)

　75歳以上（一定の障害のある方は65歳以上）の方を対象とした現在の「老人保健医療制度」

が平成20年4月から「後期高齢者医療制度」に変わります。 

 このため「後期高齢者医療制度」を運営するため、平成19年2月1日に川辺町を含む県内

全ての市町村が参加する岐阜県後期高齢者医療広域連合が設立されました。今後「後期高齢

者医療制度」の開始に向け準備を行ってまいります。 

 後期高齢者医療制度に関してのご質問は岐阜県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせ

ください。 

������ ���	
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　交通遺児育成基金制度は、自動車事故で亡くなられた方の残さ
れたお子様が、損害保険会社などから支払われる損害賠償金・保
険金などの中から、拠出金を交通遺児育成基金に払い込んで基金
に加入すると、これに国や民間からの援助金を加えて安全・確実
に運用し、お子様が満19歳に達するまで育成給付金を支給してい
く制度です。 
●加入できるのは 
　自動車事故で亡くなられた方のお子様で、満13歳未満であれば、
どなたでも加入できます。 

●給付金総額は 
　最終的に受け取る育成給付金の総額は、加入した時の年齢によ
って異なりますがおおよそ次の金額になります。 

交通遺児育成基金のご案内 

詳しい内容は下記へお問い合わせください。 
【問い合わせ先】 
〒102-0083　東京都千代田区麹町6-1-25 
(財)交通遺児育成基金（国土交通省所管）　TEL 0120-16-3611

TEL 052-961-6838 
http://www.jinji.go.jp/saiyo/sa
iyo.htm 
  
「予備自衛官補募集案内」 
　防衛省では、予備自衛官補(一般・
技能 )を募集しています。 
●予備自衛官補とは? 
　社会人や学生の方が、3年以内
に50日間の教育訓練を受け、予
備自衛官となる制度です。( 技能
は2年以内に10日間 ) 

【応募資格】 
一般：18歳以上34歳未満 
技能：18 歳以上で保有する技能
に応じ53歳から55歳未満 

【受付期間】　平成19年 4月 9日
まで (締切日必着 ) 

【処遇等】 
・非常勤の特別職国家公務員 
・日額7,900円の教育訓練召集手
当を支給 
・教育訓練間の食事は無料、被服
は貸与 

【間合先】 
役場総務企画課 
TEL 53-2511(内線213) 
自衛隊美濃加茂地域事務所  
TEL 25-7495 
  
法務刑務官募集 

【第１次試験】 
平成19年6月10日(日)：教官Ａ・
教官Ｂとも全国12会場 

【受験資格】 
１　昭和53年4月2日～昭和61
年4月1日生まれの人 
２　昭和61年 4月 2日以降生ま
れの人で次に掲げるもの 
(1) 大学を卒業した者および平成
20 年 3 月までに大学を卒業する
見込みの人ならびに人事院がこれ
らの人と同等の資格があると認め
る人 
(2) 短期大学または高等専門学校
を卒業した人および平成 20 年 3
月までに短期大学または高等専門
学校を卒業する見込みの人ならび
に人事院がこれらの人と同等の資
格があると認める人 
３　１または２に該当する人のう
ち、教官Ａは男子、教官Ｂは女子
に限る。 

【問合先】 
岐阜市鷺山1769-20 
法務省岐阜少年鑑別所 
TEL 058-231-5040 
  

学校保健統計調査結果につい
て（岐阜県分） 
　児童、生徒および幼児の発育お
よび健康状態について調査し、結
果が公表されました。主な内容は
次のとおりです。 

【学校保健統計調査概要】 
○対　象　 県内869校（小学校・
中学校・高等学校・幼稚園）に在
籍する児童・生徒および幼児（平
成18年4月1日現在満5～17歳）
のうち、文部科学大臣が指定した
184校の14,316人（抽出率5.5％） 
○調査日　平成18年 4月 1日～
6 月 30 日学校保健法による健康
診断の結果に基づき調査 

【調査結果】 
①男女の比較　　 
男女を比較すると、身長では10、
11歳、体重では11歳で女子が男
子を上回っている。この年齢を過
ぎると男子が女子を大きく上回り、
17歳でその差は最も大きくなった。

（身長差13.5㎝、体重差9.8㎏） 
②30年前の親世代との比較 

身長・体重はすべての年齢で親世
代を上回った。また、親世代との
差が最も大きいのは、身長では男
子・女子ともに11歳（男子4.0cm、
女子2.6㎝）、体重では男子が12
歳（5.0㎏）、女子は11歳 (3.3㎏ )
となった。 
　身長に占める足の長さ（身長か
ら座高を引いたもの）の割合を比
較すると、男子・女子ともに5歳
で最も大きく親世代を上回った。 
③身長は、男子が5、7、8、11、
17歳、女子は14歳で全国平均を
上回った。 
　体重は、男子の5、8歳を除い
て全国平均を下回り、特に高等学
校では、男子・女子ともに１㎏以
上全国平均を下回った。 
　詳細については、ホームページ
をご覧ください。 
http://www.pref.gifu.lg.jp/pref
/s11111/ 

【問合先】 
岐阜県統計調査課 
TEL 058-272-1111（内線2089） 

※育成給付金は、拠出金等を取り崩しながら支給されますので、加入者が 
　満19歳に達したときの返還金はありません。 

0～4歳 

700万円 

5歳 

665万円 

6歳 

630万円 

7～8歳 

595万円 

9歳 

560万円 

10歳 

525万円 

11歳 

485万円 

12歳～12歳 
6か月未満 

12歳6か月 
～13歳未満 

455万円 430万円 

 1,070万円～990万円 

 950万円～870万円 

840万円～740万円 

 690万円～640万円 

580万円～500万円 

0～2歳 

3～5歳 

6～8歳 

9～10歳 

11～12歳 

加入時年齢 受け取り総額  
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　国体は、各県持ち回りで開催されるので、およそ50
年に一度、岐阜県で開催されることになります。一生
に一度か二度しか経験できないこのチャンスを、私は
単なるスポーツ競技会ではなく町民総参加のビッグイ
ベントとしてとらえたいと考えています。 
　開催地としては、岐阜県チームの一員として国内最
高の舞台で活躍できる選手を輩出し、町民・県民の大
きな歓声の中で見事栄冠を勝ち取る瞬間と感動を目標
にしたいと思います。県内唯一の中学校ボート部を擁
する川辺中学校は、国体強化指定校にもなっており、
誰からも愛され応援される川辺町（岐阜県）チームの
育成強化を目指したいと思います。 
　そのほか、私としては、（仮）国体準備基金を設置し
て、一定の基金を積み立て財政上の担保を作りつつ、（仮）
国体準備町民会議を招集して、各分野の町民皆様のお
力をお借りし、町民総参加型イベントにしたいのです。
商工会、優店会、特産品協議会、農協、農振協議会、
愛菜の会、ライオンズクラブなどの皆様には、ビジネ
スチャンス創出部会（仮）を構成していただき、何ら
かの経済効果を創出できないものか、検討していただ
きたいと思います。高校総体の時、評判の良かったポ
ロシャツや、ぼーとん君マスコット、大会記念絵はがき、
ボート形の和洋菓子など、記念品・特産品開発にアイ
デアを募るわけです。これは全くの思いつきですが、
整備された左岸遊歩道を活用して、「左岸まるごと屋台
村」を演出し地場産品を販売する。夜間には、左岸遊
歩道の安全柵を利用してイルミネーション大会を開き、

町民皆様に参加していただく。川辺おどり・川辺花火
大会を期間中に開催する。街路灯が整備された商店街で、
夜市を開く等々、町民主体で企画していただきたいの
です。 
　また、町内在住のボート関係者には、大会企画・運
営に参画いただき、（仮）町国体準備室が交通整理役を
担当する。教育分野では、小中学生、高校生の一人一
役ボランティアをお願いし、大会に積極的に参加して
もらう。クリーン作戦もいいでしょう。そのほか、交
通安全協会、消防団、女性の会、食改協、日赤奉仕団、
文化協会、体育協会、体育指導委員会、保健環境推進員、
ボーイスカウト、区長会、議会などなど、各団体の参
加を要請し、まちおこしの一助になるイベントにした
いと考えています。川辺町としてこの国体を活かすか、
殺すかは、町民皆様の参画如何にかかっていると思い
ます。 
　開催地として注意すべきは、全国一流のアスリート
たちを、暖かく迎え、ベストコンディションで競技で
きるようバックアップすることでしょう。選手・競技
関係者・開催地住民が一体となってはじめて、最高の
国体になるのだと思います。 
　私は、川辺町の熱きエネルギーを信じています。観
覧席からグランドへ降りて、プレーしていただけるも
のと信じています。皆様のご指導ご鞭撻を切にお願い
申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　（了） 
 
　　　　　　　　　　　　　　　川辺町長　佐藤光宏 
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「わくわく体験館」ガラス工房 
　吹きガラス初級講座Ⅰ 
　ステンドグラス初級講座Ⅰ 
　「わくわく体験館」のガラス工
房では、下記のとおり２種類の講
座を開催します。 
○吹きガラス初級講座Ⅰ 

【日時】 
・木曜午前コース　9:00～12:00 
（4/12、4/19、4/26、5/10、5/17、5/24） 
・金曜午後コース　13:00～16:00 
（4/13、4/20、4/27、5/11、5/18、5/25） 
・土曜午前コース　9:00～12:00 
（4/14、4/21、4/28、5/12、5/19、5/26） 
【定員】 各コース3人（一般成人） 
【会場】 
「わくわく体験館」吹きガラス工房 
【受講料】 15,000円 
【応募締切日】 3月18日（日） 
【応募方法】電話で応募いただくか、
直接窓口へ。 
○ステンドグラス初級講座Ⅰ 

【日時】 
・木曜午前コース　9:30～12:00 
（4/12、4/19、4/26、5/10、5/17、5/24） 
・金曜午後コース　13:00～15:30 
（4/13、4/20、4/27、5/11、5/18、5/25） 
・土曜午前コース　9:30～12:00 
（4/14、4/21、4/28、5/12、5/19、5/26） 
【定員】 各コース20人（一般成人） 
【会場】 

「わくわく体験館」ガラス工房 
【受講料】 18,000円 
【応募締切日】 3月18日（日） 
【問合先】 
ささゆりクリーンパーク「わくわ
く体験館」 
〒509-0247  可児市塩河1071-4 
TEL 65-1515　　FAX 65-0981 
  
国家公務員募集 
　人事院は平成19年度中に次の
採用試験を行います。申込用紙・
受験案内は郵便でも請求できます。
詳しくは人事院中部事務局にお問
い合わせください。 
　国家公務員 I 種・Ⅱ種・Ⅲ種、
国税、専門官、労働基準監督官、
法務教官、航空管制官、刑務官、
入国警備官、皇宮護衛官、航空保
安大学校学生、海上保安学校学生
(特別 )、海上保安学校学生、海上
保安大学校学生、気象大学校学生 

【受付期間】 
◇Ⅰ種 :4月2日 (月 )～4月9日 (月 ) 
◇Ⅱ種:4月13日(金)～4月24日(火) 
◇Ⅲ種:6月26日(火)～7月3日(火) 

【受験案内等の配布開始日】 
◇Ⅰ種、Ⅱ種 :2月1日 (木 ) 
◇Ⅲ種 :5月14日 (月 ) 

【問合先】 
人事院中部事務局 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 
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て
ふ
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に
か
け
る
。
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３
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②
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く
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１
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げ
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油
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げ
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よ
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し
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い
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食
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や
す
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で
す
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・
お
か
ら
に
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て
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す
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最
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は
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維
が
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
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心

し
て
食
事
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
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？
是
非
お
た
め
し
く
だ
さ
い
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